
３、Lesson２の和訳。

１、Lesson１の和訳。

４、Lesson２の文法。（現在完了形）

★ 「have」＋「動詞の過去分詞形」で現在完了形が作れます。

★ 否定文は「haven't」、疑問文は「Have you～？」と変わった形になります。

★ 過去分詞形は過去形と同じこともあるし、過去形ともさらにちがう変化になることもあります。

２、Lesson１の文法。（現在形と過去形） You don't have play soccer. → You have not played soccer.

Do you play soccer? → Have you played soccer?

★ 現在形を過去形にするときは、動詞に「ed」をつけます。特殊な変化をする動詞もあります。

★ 否定文や疑問文でdoやdoesがあるときは、didに変えます。動詞にedは不要です。

You play Soccer.　　　　→　　You played soccer.

（例）

（例）

Do you play soccer？      →　　Did you play soccer?

（例） You play soccer. → You have played soccer.

学校課題サポートプリント

高３英語（標準）

海底のミステリーサークル（謎の円）

1990年代、鹿児島県の奄美大島付近の海底で

あるダイバーが円形の模様を発見した。

模様はそれぞれ、約2メートルのはばがあった。

人々はそれらを「ミステリーサークル」と呼んだ。

誰が、そしてなぜそれらを作ったのだろうか？

これらのサークルは、毎年春から夏にかけて現れる。

上の写真にある美しいサークルの製作者は、小さなフグである。

それは、体長約10cmの新しく発見された(新種の)魚だ。

その体には、ちょうど夜空の星のように見える多くの白い斑点がある。

それは、アマミホシゾラフグと名付けられた。

それぞれのサークルは、メスを引きつけるためオスによって作られる。

この作業を完成させるには約１週間かかる。

オスは、口を使って貝殻を拾い、

それらを自分のサークルに置く。

それは、サークルを装飾しているように見える。

それから、メスがそれを詳しく調べる。

そして気に入れば、

メスはサークルの中心に卵を産みつける。

アマミホシゾラフグのこの発見は、

地球が今なお自然の驚異に満ちていることを

私たちに示している。

バルセロナへの贈り物

バルセロナはスペインの大きな都市です。

毎年多くの旅行者がこの年を訪れます。

その主な理由は、多くの独特な建物があり、

それらが世界遺産だからです。

それらの多くが

アントニオ・ガウディによって設計されました。

彼の設計の1つが、有名な教会であるサグラダファミリアです。

ガウディは1926年に亡くなりましたが、驚くべきことに

この教会は今でもまだ完成していません。

建物には多くの曲線があり、

モチーフとして花や植物を用いています。

これらは、ガウディの創造性の特徴です。

グエル公園はガウディのもう一つの傑作です。

公園の入り口には、両側に建物があります。

それらの建物はキャンディーで作られた家のようです！

入り口を通過すると、大きく色鮮やかなトカゲが

あなたを暖かく歓迎してくれます。

実際にはそれは噴水で、公園のシンボルです。

それから階段を上っていくと、

色鮮やかな波打つベンチが見えてきます。

サグラダファミリアと同様に、この公園の芸術作品はバルセロナに美しさをつけ加えています。

明らかに、ガウディはこの都市に貴重な贈り物をしたのです。

※完了形の訳し方は「継続」「経験」「完了」の３つ。以下の単語が判断のヒントになる。

①「継続」（～してきた） →  for , since などの単語と相性良し。

②「経験」（～したことがある） →  ever , never などの単語相性良し。

③「完了」（したところだ） →  already , yet  などの単語と相性良し。

非公開です。ごめんね。

非公開です。ごめんね。


